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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年11月5日(2009.11.5)

【公開番号】特開2008-83474(P2008-83474A)
【公開日】平成20年4月10日(2008.4.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-014
【出願番号】特願2006-264320(P2006-264320)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ３０３　
   Ｇ０３Ｇ  15/02    １０２　
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｃ
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０７Ｘ
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０７Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月17日(2009.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潜像を保持する像保持体と、
　交流成分を持った帯電電圧で前記像保持体を帯電する帯電装置と、
　現像位置で前記像保持体に供給するための現像剤を保持し、表面で軸方向に溝が形成さ
れたロールと、
を有し、
　前記帯電電圧の交流成分の周波数をｆ１、
　前記現像位置を１秒間に通過する前記溝の数をｆ２、
　前記像保持体の周速をＶ１（ｍｍ／ｓ）
とすると、
Ｖ１／｜ｆ１－ｆ２｜≦０．５（ｍｍ）
の関係を満たすようにｆ１及びｆ２が設定された画像形成装置。
【請求項２】
　潜像を保持する像保持体と、
　交流成分を持った現像電圧が印加され、現像位置で前記像保持体に供給するための現像
剤を保持し、表面で軸方向に溝が形成されたロールと、
を有し、
　前記現像電圧の交流成分の周波数をｆ３、
　前記現像位置を１秒間に通過する前記溝の数をｆ２、
　前記像保持体の周速をＶ１（ｍｍ／ｓ）
とすると、
Ｖ１／｜ｆ３－ｆ２｜≦０．５（ｍｍ）
の関係を満たすようにｆ２及びｆ３が設定された画像形成装置。
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【請求項３】
　トナーと、形状係数が１２０以下のキャリアとからなる現像剤を用いる請求項１又は２
記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記キャリアは、重合キャリア又は樹脂コートキャリアからなる請求項３記載の画像形
成装置。
【請求項５】
　潜像を保持する像保持体を、交流成分を持った帯電電圧で帯電する帯電工程と、
　現像位置で前記像保持体に供給するための現像剤を保持し、表面で軸方向に溝が形成さ
れたロールで、前記像保持体が保持する潜像を現像する現像工程と、
を有し、
　前記帯電電圧の交流成分の周波数をｆ１、
　前記現像位置を１秒間に通過する前記溝の数をｆ２、
　前記像保持体の周速をＶ１（ｍｍ／ｓ）
とすると、
Ｖ１／｜ｆ１－ｆ２｜≦０．５（ｍｍ）
の関係を満たすようにｆ１及びｆ２を設定する画像形成方法。
【請求項６】
　像保持体が保持する潜像を、交流成分を持った現像電圧が印加され、現像位置で前記像
保持体に供給するための現像剤を保持し、表面で軸方向に溝が形成されたロールで現像す
る現像工程を有し、
　前記現像電圧の交流成分の周波数をｆ３、
　前記現像位置を１秒間に通過する前記溝の数をｆ２、
　前記像保持体の周速をＶ１（ｍｍ／ｓ）
　とすると、
　Ｖ１／｜ｆ３－ｆ２｜≦０．５（ｍｍ）
の関係を満たすようにｆ２及びｆ３を設定する画像形成方法。
【請求項７】
　トナーと、形状係数が１２０以下のキャリアとからなる現像剤を用いる請求項５又は６
記載の画像形成方法。
【請求項８】
　前記キャリアは、重合キャリア又は樹脂コートキャリアからなる請求項７記載の画像形
成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項１に係る本発明は、潜像を保持する像保持体と、交流成分を持った帯電電圧で前
記像保持体を帯電する帯電装置と、現像位置で前記像保持体に供給するための現像剤を保
持し、表面で軸方向に溝が形成されたロールと、を有し、前記帯電電圧の交流成分の周波
数をｆ１、前記現像位置を１秒間に通過する前記溝の数をｆ２、前記像保持体の周速をＶ
１（ｍｍ／ｓ）とすると、
Ｖ１／｜ｆ１－ｆ２｜≦０．５（ｍｍ）
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の関係を満たすようにｆ１及びｆ２が設定された画像形成装置である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項２に係る本発明は、潜像を保持する像保持体と、交流成分を持った現像電圧が印
加され、現像位置で前記像保持体に供給するための現像剤を保持し、表面で軸方向に溝が
形成されたロールと、を有し、前記現像電圧の交流成分の周波数をｆ３、前記現像位置を
１秒間に通過する前記溝の数をｆ２、前記像保持体の周速をＶ１（ｍｍ／ｓ）とすると、
Ｖ１／｜ｆ３－ｆ２｜≦０．５（ｍｍ）
の関係を満たすようにｆ２及びｆ３が設定された画像形成装置である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項３に係る本発明は、トナーと、形状係数が１２０以下のキャリアとからなる現像
剤を用いる請求項１又は２記載の画像形成装置である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項４に係る本発明は、前記キャリアは、重合キャリア又は樹脂コートキャリアから
なる請求項３記載の画像形成装置である。
　請求項５に係る本発明は、潜像を保持する像保持体を、交流成分を持った帯電電圧で帯
電する帯電工程と、現像位置で前記像保持体に供給するための現像剤を保持し、表面で軸
方向に溝が形成されたロールで、前記像保持体が保持する潜像を現像する現像工程と、
を有し、前記帯電電圧の交流成分の周波数をｆ１、前記現像位置を１秒間に通過する前記
溝の数をｆ２、前記像保持体の周速をＶ１（ｍｍ／ｓ）とすると、
Ｖ１／｜ｆ１－ｆ２｜≦０．５（ｍｍ）
の関係を満たすようにｆ１及びｆ２を設定する画像形成方法である。
　請求項６に係る本発明は、像保持体が保持する潜像を、交流成分を持った現像電圧が印
加され、現像位置で前記像保持体に供給するための現像剤を保持し、表面で軸方向に溝が
形成されたロールで現像する現像工程を有し、前記現像電圧の交流成分の周波数をｆ３、
前記現像位置を１秒間に通過する前記溝の数をｆ２、前記像保持体の周速をＶ１（ｍｍ／
ｓ）とすると、
　Ｖ１／｜ｆ３－ｆ２｜≦０．５（ｍｍ）
の関係を満たすようにｆ２及びｆ３を設定する画像形成方法である。
　請求項７に係る本発明は、トナーと、形状係数が１２０以下のキャリアとからなる現像
剤を用いる請求項５又は６記載の画像形成方法である。
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　請求項８に係る本発明は、前記キャリアは、重合キャリア又は樹脂コートキャリアから
なる請求項７記載の画像形成方法である。
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